
運賃の記載欄に「年間契約による」と記載さ
れます。

計算方法については、下記をご参照ください。

チェック

【年間契約特例の計算】※重要
1日あたりの貸切バス運賃・料金(※1)×平均的な稼働日数（365日(※２)×実働率(※３)）
※１ 貸切バス事業者が国へ届け出た運賃・料金を確認し、運賃・料金の上限・下限額の範囲内の単価を用いて算出
※２ 学校教育法による学校への通学又は通園等の運送に限り、契約上の年間の運行日数（原則１７０日から３６５日の間の日数）を用いることができ

る
※３ 貸切バス事業者の実績実働率（当該バス事業者のご確認ください。）と地域ブロックの平均実働率（管轄運輸局にご確認ください。）

との間の率

▶上記計算式により算出した額で平均的な稼働日数の1.4倍の日数までの稼働が可能
※年間契約の算出基礎となる走行時間及び走行距離を超えた場合は、１日ごとに別途精算を行うことになります。

貸切バス事業者は、年間契約締結後、契約額及び契約内容を国へ届け出ることになります。
その際、上記によらない場合は、

国から貸切バス事業者に対して契約した運賃・料金の変更を
命ずることがありますので、契約の前には必ずご確認ください。

具体的な計算例は裏面をご覧ください。

貸切バス事業者安全性評価認定制度
のマークは、バスの安全運行の安心と
信頼の証です。



貸切バス年間契約の計算例
（年間契約の通達001448116.pdf (mlit.go.jp)も併せてご参照ください。）

前提条件
（仮設定）

●１回あたりの走行距離２５０ｋｍ
（回送距離を含む。）、走行時間８
時間 （回送時間を含む。）の運行
を想定
●契約期間は３６５日

貸切バス事業者における
運賃計算条件

（仮設定）

●大型バス単価：キロ単価１２０
円、時間単価５,３１０円（下限額）
●運行開始前及び運行終了後の１時間
は点呼点検時間として時間制運賃を適
用

●実績実働率：６５％

１日あたりの貸切バス運賃・料金の計算１

キロ制運賃
２５０ｋｍ × １２０円 ＝ ３０,０００円

時間制運賃
（８時間＋ ２時間(点呼点検時間)× ５,３１０円 ＝ ５３,１００円

１日あたりの貸切バス運賃・料金
３０,０００円 ＋ ５３,１００円 ＝ ８３,１００円

年間契約額の計算２

８３,１００円 × (３６５日 × 実績実働率６５％)＝ １９,６９４,７００円

２３７日分の運賃・料金で３３１日(２３７日×１.４倍)までの運行が可能
(約３割引き）

２３７日 この金額以上での
契約締結が必要

各地方運輸局自動車交通部旅客（第一）課、沖縄総合事務局運輸部陸上交通課
もしくは最寄りの運輸支局

001448119.pdf (mlit.go.jp)

【本制度に関するお問い合わせ先】

https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001448116.pdf
https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001448119.pdf

